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P. ２／８ 

Ⅰ 以下の問１〜３に答えなさい。 

 

問１ 1 つのヒドロキシ基を持ち，C6H13OH の化学式で表される分⼦はいくつかの構造異性体が存在する。
その沸点を⽐較すると，構造 Aは最も⾼い 158 ℃，構造 Bは最も低い 119 ℃であった。以下の(1)，
(2)に答えなさい。 

 

(1)  構造 A，構造 Bのそれぞれの化学構造を下の例にならって描きなさい。 

例）  

(2)  (1)で構造 Aおよび構造 Bを選んだ理由を，分⼦間相互作⽤の観点を含めてそれぞれ説明しなさ
い。 

 

問２ トルエン/⽔の相分離系に安息⾹酸を加えた場合，安息⾹酸は⽔中では単量体として存在するがト
ルエン相には会合体を形成して溶解し，トルエン相・⽔相の両⽅に分配される。以下の(1)，(2)に
答えなさい。 

 

(1)  トルエン中の安息⾹酸の会合構造を描き，極性分⼦の安息⾹酸が無極性溶媒のトルエンにも分配
されるメカニズムを説明しなさい。 

 

(2)  安息⾹酸の分配係数 K D および会合数 n を実験的に求める⽅法の⼿順について説明しなさい。なお
分配係数 K D は次の式①で表せるとする。また cw および ct は⽔中およびトルエン中の安息⾹酸の
モル濃度である。 
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問３ 分⼦が⾃由に回転できるときの分⼦間相互作⽤エネルギーを考える。以下の(a)〜(e)で 1 / r 6 の距離
依存性を持つものをすべて選びなさい。 

 

(a) イオン―イオン相互作⽤ 

(b) 双極⼦―誘起双極⼦相互作⽤ 

(c) 双極⼦―双極⼦相互作⽤ 

(d) イオン―双極⼦相互作⽤ 

(e) 分散相互作⽤ 

 
















